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要約

　複数の私立中学校が設置された広島県を事例に、私立中学校が設置されるための諸条件を考察

した。授業料や卒業後の進路、教育理念、競争率などについて分析した。修道中学校のように着

実に規模を拡大させた中学校もあれば、明道中学校のように衰退していったものも存在した。私

立中学校が社会的に認知され、維持・運営してゆくためには、いくつかの諸条件を満たす必要が

あったことを指摘した。

Abstract

　This　paper　considered　various　conditions　when　the　installation　of　private　middle

schools　ocurred。　Tuition，　the　course　and　competing　rate　were　analyzed　in　the　case　of

Hiroshima　Prefecture　during　the　l90αs493αs。

　As　a　result　of　the　analysis，　the　following　points　were　clarified．　There　were　schools

which　were　forced　to　enlarge　in　scale　and　schools　where　the　number　of　students

decreased。　It　was　necessary　to　take　various　measures　in　order　to　get　social　cognition

and　continue　as　a　private　middle　school．

はじめに

　1886（明治19）年の「中学校令」によって府県立中学校には設置制限が課された。1899（明

治32）年には複数校の設置が可能となったが、府県立学校数・生徒数には急激な増加はみられ

なかった。一方、私立学校数をみると、設置されない府県もあれば、東京府のように急激に増加

する府県もあった。結果として、中学校全体の学校数に大きな府県間格差を生みだした。私立学

校の有無が戦前期における中学校普及の府県間格差を決定づけたとも考えられる。本稿では．広
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島県を事例に、私立中学校設置の社会的条件に焦点をあてて考察する。

　従来の研究においては、中学校増加の要因として社会の要請や教育需要の高まりなどが分析さ

れてきた。前者としては、産業構造の変化に伴う重化学⊥業化や商業の隆盛により、中堅人材に

対する需要が増加したことが指摘されている1。後者としては、小学校就学率の上昇により上級

学校への進学要求が高まったことや．中学校の教育内容などが都市的な社会に合致していたこと

が指摘されている2。また、学校増設を求める市民の学校誘致運動があったという点もあげられ

る3。

　先行研究で指摘されてきた要因は、公立・私立に関わらず妥当な見解であろう。しかし、都市

化が急激に進行した東京府などで府立学校が増加せず、私立学校が急増した点については説明が

困難である。近代日本における中等教育は私立学校が担った部分も大きい。私立学校増加の独自

の条件を考察しなければならない。

　私学セクターがなぜ拡大するのかについて、E．　Jamesの興味深い研究がある。彼女は次のよ

うに説明した。私学セクターなどの非営利団体は、政府による供給量が不足し需要が超過した場

合（excess　demand）、あるいは人々の多様な価値観や嗜好一差別化された需要（differentiated

demand）に対して政府の生産が応じきれない場合に生じるとしている4。そして日本における

教育の場合、この2つの需要に応じて私学セクターが存在したというのである5。超過需要反応

型の私学セクターは発展途上国にみられ、逆に差異需要反応型の私学セクターは現代工業国に発

生するとしている。一方、非営利団体の供給側の要因として宗教的信義などのイデオロギーを指

摘している。組織が非営利であるのは、このイデオロギーに則り寄付金が集められるか．または

国や地方団体からの補助金などを有効活用できると創立者が考えるからである。そして金銭以上

に、創立者は創立を動機づける強い信念を持っているからだと指摘している。

　府県や私立学校設置者が学校を提供し、人々が教育を享受する。そのとき、教育を受ける側は

何を基準にして学校を選択するのであろうか。例えば、学費に見合った将来のメリットが期待で

きるか否か、入学の難易度、学校自体のステータスなど、様々な判断基準が存在するものと考え

られる。本稿では、Jamesの理論を念頭におきながら、志願倍率や授業料の差異、卒業後の進

路などを検討する。複数の私立中学校が設置された広島県を中心にして、中学校数・生徒数がど

のように推移したのかを明らかにする。そして私立中学校がどのような需要に対応したのかにつ

いて検討する。授業料をはじめ、卒業後の進路、生徒の回顧録にみられる学校に対する意識など

ついて検討する。統計資料として「文部省年報』、「広島県統計書』などの統計資料．各学校史、

校友会誌などを用いる。

禰、私立申学校の増加

広島県においては、私立中学校増加の時期が1900年から1920年代半ばまでと、1930年代後
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半にあった。広島県においては、私立中学校の設置が東京府に比べ10年ほど遅、れた6。1895年ま

では県立学校だけであった。1896年以降、私立学校数が増加し始め、1920年まで伸び続けた。

生徒数でみると、県立中学校生徒数は1900年ごろから1920年ごろまで漸増している。その期間、

私立学校生徒数が急増した（藍図環参照）。
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藍図咽】広島渠における中学校数・生徒数の推移

　藍図鋤は、広島市内における中学校別の生徒数の推移である。1921年まで、広島市に設置さ

れた県立中学校は県立第一中学校1校のみであった。1920年代は中学校への進学希望者が急増

した時期であった。広島県は県立学校の生徒定員増加・学級数の増加を行い進学希望者を収容：し

ていた7。生徒数をみると、1916年まで目立った増加はみられなかったが、1916年以降増加し

始め、1919年から1922年にかけて600人台から900人台へとほぼ1．5倍に増加した。1921年に

中学校令施行規則中に改正が加えられ、それまで600人であった定員は800人となった。また、

文部大臣の認可を受ければ800人を超えることも可能となった8。
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　　　瓢図2灘広島市内における中学校生徒数の推移
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　1922年4月1日、広島県立第二中学校が広島市観音町に創設された。広島第二中学校初代泉

校長は創設に際して、「入学難を緩和し、高等普通教育を普及する」ことを期待していたようで

ある9。しかしそれでも第一中学校の生徒数増加が抑えられることはなかった。第二中学校の生

徒数は1934年には第一中学校とほぼ同数となった。

　明治29（1896）年、広島市竹屋町に私立明道中学校が設置された。当時、広島市内の私立中

学校は同校以外にはなかった。1900年代に入り、私立中学校が次々と設置されるようになった。

1905年、八丁堀に修道中学校が、1907年には広陵中学校．1921年には山陽中学校が新設された。

藍図2】から、1920年頃までは、広島市内における中学校教育需要の半分から4分の3を私立中

学校が満たしていたとみることができる。県立第二中学校が設置されてからは県立学校による供

給量は増加したが、それでも全生徒のおよそ5～6割は私立中学校に在籍していた。

　監図樋は．広島市内における中学校入学者数に対する入学志願者数の倍率（以下、「競争率」

とする）を公私立別に示したグラフである。競争率は、1913年から1916年の期間において、県

立第一中学校でもっとも高かった。しかし、県立第二中学校が設置された1922年以降、急降下

する。一方、私立中学校の中で最も競争率が高いのは修道中学校であった。2。5倍から、高いと

きには約6倍となり、1920年代に県立第一中学校をこえた。他の私立中学校においては1．0～2．5

倍の問で推移している。私立中学校のうち、最も生徒を多く集めたのは修道中学校であったと言

えよう。一方、明道中学校は、一時隆盛を誇ったが、次第に衰微していった。
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　　　　藍図3】広島市内申学校における競争率

　東京府との共通点は、府県立中学校生徒数が停滞し、その時期、私立中学校生徒数が増加した

という点である。ただし、私立中学校が増加しはじめた時期は異なっており、東京府においては

1890年から1900年の間、広島県においては1900年から1920年代半ばまでであったi⑪。

　広島県の私立中学校をみると、明道中学校のように衰退していくものもあれば、修道中学校の
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ように順調に生徒数を増加させたものもあった。1920年前後までの競争率をみると．県立中学

校と私立中学校との間に大差はなかった。しかし、修道中学校だけは県立中学校の志願者を凌ぐ

ほどになった。

盤．私立申学校に対する社会的認知

　1890年代前半は、私立中学校では真の教育は施しがたいとのことから、官立諸学校への入学

を公立中学校のみに限定し、私立中学校との連絡は認可できないという政策がとられた11。私立

学校に対する風当たりは強かったものの、前述の通り、修道中学校の志願倍率は県立中学校のそ

れを上回っていた。

　修道中学校は私立学校ではあったが、広島藩校の流れを引き継ぐものとされる。1878

（明治11）年に浅野長勲が藩校修道館を継承して広島市内上流規町回邸内に私立学校を設置し．

浅野学校と名付けた。当時、教職員は校長石井櫟堂ほか7名、生徒は69名であった。授業料は

毎月10銭で、「一家二人以上就学する者は各半額を納め」させることになっていた。当時、広島

県中学校の授業料が1学期（半年）3円であったことと比較すると、約5分の1の授業料であっ

たことが分かる。

　1881年、山田：養吉を校長とし、さらに校名を修道学校と変更：した。1884年7月、山田は浅野

長勲に学制を改めるよう進言したが．浅野は旧規による学制によって精励するよう諭した。

　1886年、中学校令の公布とともに修道学校は廃止にいたった。この年、それまでの広島中学

校は県立広島尋常中学校となった。修道学校の存在が県立尋常中学校の支障となるという理出で

あった12。校長であった山田：養吉は廃校に忍び得ず、広島県に漢学私学開設の伺いを提出した。

翌年、私立修道学校として設置認可を受けた。1900年から．昼間には漢学教授だけを行い、夜

間に中学程度の普通学科を教授する修道夜学校を設置した。この漢学教授は校主である山田養吉

が行っていたのであるが．1901年8．月26日．彼の死去とともに自然と廃止にいたった。それ以

降、校主を水山烈として夜学校を経営した。「修道学園史』には以下のような記述があるi3。

　　校主山田養吉の逝去して以来同三十八年までの約四年間、夜学校としての経営の時代は．そ

　　の苦心実に惨憺たるものであったが、同僚職員が校主水山烈を擁してよく協力し、真に献身

　　的努力を続けたので世人漸く認めるところとなり、有志者も続々之を援助し次第に隆盛に避

　　き、生徒二百名に達するようになった。その間卒業生を出すこと二回、尚進んで高等の学校

　　に入って人材を成す者も多くなったのである。遂に明治三十八年修道中学校設立の機運を招

　　来するに至った。

修道夜学校が中学校として認可されたのは1905年のことであった。校地は修道学校時代と同じ

く八丁堀に設置されたが、校舎狭隆のため翌年には移転を決議した。広島市竹屋村の土地2518

坪を買収して校舎を新築することとし、1906年、移転・新築を文部省に申請し認可された。移
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転の際の財源は、財団法人芸備協会からの借り入れによった。また、土地の所有者は総理佐藤正

であったため、特に廉価に提供されたようである14。

　上述のように藩校の流れをくむ修道中学校に対し．当時の生徒たちはどのような価値観を抱い

ていたのであろうか。卒業生の一人である石田氏は、竹屋時代の修道中学校の教育を振り返り以

下のように述べている15。

　　（前略）

　　授業内容では．さすがに藩校に由来する学校だと感ずる先生方が多かった。（以下教員名．

　　中略　　鳥脚註）このほとんどの方は非常に若く熱のある方で、生徒を引張って親しい中に

　　充実した学習を進められた。

　　（中略）

　　児玉国之進（現関西学院名誉教授）の如きは新しいことを毎日勉強せられていると思われる

　　若い先生で当時の生徒の尊敬のまとであった。

　　（中略）

　　臨海には十日間、ふんどし姿で先頭に立たれた。この頃から「広島一中何ものぞ」と、事ご

　　とに対抗意識で、「そも紫や何ものぞ、我には赤き心あり1」臥薪嘗胆したものです。

　　（後略）

同じく竹屋時代の渡部常蔵（岡山医専、呉市において開業医）も、「あのころの建物はポロでし

たが、藩校の続きだというのでプライドをもっていたものです」と述べているi6。

　卒業生のことばをみると、藩校の流れをくむ修道中学校に在学すること自体に誇りを持ってい

たことがうかがわれる。その誇りは県立中学校に対するライバル意識となって現れた。入学の際

にも．「藩校の続き」であるからそれなりの授業を受けることができるという期待を抱いていた

と考えられる。

　また、東京で新聞配達などに従事しながら正則予備学校中学、開進学校初等英語科などを経て

修道中学校に編入学した青年は「修道』の中で次のように綴っている17。

　　（前略）されど職業の窮迫日々に急を告ぐ、故に一．月末又もや中途退校の止むなきに至り、

　　以後臥薪嘗胆或時は無一物となりて食を断ち、又或時は路上の雪と共に軒下に寝ねあまねく

　　全力を挙げて克己勉励、努力に続くに奮闘を以ってし、夜を日に重ねて粉骨砕身、万難を排

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ　　除して四月、本郷のE中学の激烈なる偏入試験を突きで美事に快勝した。あ、此の時の嬉

　　　　　　ママ
　　しさ……倒底諸君の味ふ事の出来ない嬉しさでした。以来納豆の売子．雑誌の配達等種々の

　　職業を生活の緯：として学資を搾り、無事翌年四学年に進級、九月学資の都合上本校の名声を

　　　　　ママ
　　慕って偏入を許され今日に及んで居ます。（後略）

ところが、県立中学校を受験した劉の青年は次のように述べているi8。

　　（前略）
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　　時計の音はいつもより愉快さうに楽しさうに聞へる。そして修中へ入る事の出来た僕を．祝

　　つてくれる様にも見へる。再び呼ぶ母の声に「ハット」思って台所に行った。

　　　ぜんの前へすはった。お頭附の鯛．赤飯又台所でもそんな物がどれだけ僕の胸をおどらし

　　た事であったろう。

　　　食後入学式に行くのに、入学案内が必要だと思ったので、取出そうと引出しを開けた。其

　　の時。僕の今までの愉快さ楽しき心はうばわれ、同時に残念さと悲しさが胸にこみ上げて来

　　た。其処には・・…一中の入学案内書が修中の案内書を下にしいて．一中を落ちた僕をあざけ

　　つてみるやうにた＼んであった。

　　　「チェッ」僕は思ず舌うちをした。そして其の案内書をずたずたにさいた。

　　　火鉢のそばで煙草をすってゐられた母は、僕のふりかへったとたん慈愛のこもったまなご

　　をして、さびしそうにほ、えまれた。僕は其の時修中でしっかりがんばろうと覚悟した。

この青年は、県立第一中学校受験の結果不合格となり、不本意ながらも修道中学校に入学を決め

たものと考えられる。「さびしそうにほ＼え」む母親をみて．覚悟を決めたのである。この年度

の正月には、「一中を落ちた時少しは悲観した。併し下中へ入ったら其の悲観はたちまちなくな

った」と記すようになった19。

　当時の生徒の中には、私立中学校に合格しても県立中学校に入学できないことを「残念」で

「悲し」いことだと考えた者は多かったであろうと考えられる。しかし、苦学しながらも「名声

を慕って」、遠方より修道中学校に入学した生徒がいたことも事実である。県立中学校に入学で

きなかった青年も、理由は不明だが、修道中学校入学後、決して後悔はしていなかったことが分

かる。

　以上から考えられることは、「藩校の続き」であるという歴史や、県立第一中学校という好敵

手の存在が生徒の愛校心を支えていたという点である。また、創設者の信念が経営難を支え、中

学校設置認可に至った点も注目してよい。

3．授業料の比較

次に、授業料が公立と私立とでどの程度異なったかについて検討する。1899年の「中学校令」

（1899年2月7日、勅令第28号）にある＝通り、中学校における授：業料額は、公立学校において

は府知事や県令、私立学校においては設置者によって定められた。各府県では府県令や告示によ

り「学則」や「規則」が公布された。広島県立中学校授業料に関する告示は以下の通りである20。

　　広島県告示第七十六号

　　広島県立中学校学則左の通り相定む。

　　明治三十五年三月八日　広島県知事江木千之

　　広島県立中学校学則
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　　　（中略）

　　第二十条　授業料は本県在籍の者は一・ヶ月金一円弐拾銭、其他の者は今金一円四拾銭とし、

　　毎月五日（一月及四月は十五日）までに当月分を徴興す。但し、納付期限後入学したる者は

　　入学後三日以内に之を徴収す。

　　第二十一条　学校の休業又は生徒の疾病若くは止むを得ざる事故に依る欠席全一ヶ月に及ぶ

　　ときは当月分の授業料は之を徴収せず。但し、既に納付したるものは之を還付す。

　　第二十二条　授業料を納付期限内に納めざる者は其未納中就学を許さず。

　　　（後略）

　この年．広島県の公立中学校は県立の4校であった。当時、広島県立中学校の授業料は、広島

県在籍の者が1円20銭、他府県在籍の者は1円40銭となっていた。また、欠席が1ヶ月に及ぶ

際にはその月の授業料は徴双されなかった。広島県立中学校授業料は東京府立中学校授業料より

も若干低額であった。

　なお、授業料の値上げは、「学則」の改正により行われた。　監表瑠は、広島県における1898

年から1926年までの、授業料改定年度とそのときの授業料額・納入方法である。1907年以降、

広島県立中学校では、授業料の徴収を1学期ごと、年に3回行うようになった。また、1900年

までは、広島県在籍者と他府県在籍者の授業料額に差があった。広島県在籍者の授業料は他府県

在籍者よりも低額であった。

　　　　　　　　　　　　　　藍鼠U広島県立中学校授業料の変遷

授業料年額
授業料改定年度

本県人 他府県人
納入方法

明治31（1898）年 12円 14円40銭 毎月納、本県人1円、他府県人1円20銭宛

明治33（1900）年 14円40銭 16円80銭 毎月納、本県人1円20銭、他府県人1円40銭宛

明治40（1907）年 15円 4月・9月・1月、毎学期5円宛納入

明治41（1908）年 18円 4月・9月・1月、毎学期6円宛納入

大正2（1913）年 20円 4月一7円、9月一7円、1月6円納入

大正6（1917）年 25円 第1学期一9円、第2学期9円、第3学期一7円納入

大正7（1918）年 27円50銭
第1学期一9円50銭、第2学期9円、第3学期一9円納

?A〈入学受験料1円）

大正9（1920）年 36円
第1学期43円、第2学期13円、第3学期一10円納入、

i入学受験料1円）

大正11（1922）年 42円
第1学期45円、第2学期15円、第3学期一12円納入、

i入学受験料1円）

昭和元（1926）年 45円
第1学期45円、第2学期15円、第3学期一15円納入、

i入学受験料2円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『誠之館百三十年史』より）

　藍図4】は、広島県立中学校と修道中学校の授業料額を比較したグラフである。県立中学校に

ついては藍表瑠より．修道中学校授業料については「修道学園史』を基に作成した21。県立中
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学校と修道中学校の授業料を比較すると、前者の増額はゆるやかであったことが分かる。約30

年間で約4倍となっていた。一方、修道中学校授業料は、改訂した際には大きく増額している。

この期間10倍に増額した。消費者物価指数は1898年から1926年までの期間、45．、72から125。58

と約3倍となった22。修道中学校の授業料増額は物価を大きく上回っていたといえる。

　　　　　　　　70　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　160

　　　　　　　　60　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　140
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　　　　　　　（「修道学園史』、「広島一中国泰寺高百年史』、「長期経済統計8物価』より作成）

　　　　　　　　　　藪図4灘広島県立中学校・修道中学校の授業料の推移

　1905年の修道中学校としての認可にともない授業料は倍増した。1926年には約15円もの差が

ついた。他の私立学校授業料をみても、私立第四仏教中学の授業料は．1904年で月額1円、年

額12円であった23。第四仏教中学の授業料も県立中学校授業料より低額であった。ただし、修

道中学校授業料と同様、1913年に崇徳中学校となるまでは正式な中学校ではなかった24。その

後、多くの私立学校で授業料額：は上昇していった。1934年で、年額およそ60円前後であった。

日彰館中学校など．生徒一人当たりの授業料をみると、県立中学校授業料よりも低額である私立

中学校もあった（藍図5】参照）。

＋県立中学校授業料（左）

{修道中学校授業料（左）
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4、卒業者後の進路の変化

　私立学校卒業後の進路がどのように変化していったのかを県立中学校と比較して分析する。

藍図磯は県立広島第一・第二中学校、各私立中学校における．高等学校・大学予科進学者数の

推移を示したものである25。最も多かったのは県立広島第一中学校であり、群を抜いていた。私

立中学校のうち、高等学校・大学予科進学者数が最：も多かったのは修道中学校であった。

韓⑪

鶯⑪

鱒。

欝⑪

蔭⑪

4⑪

2⑪

　⑪
　　o欝　05　む7　0襲　網　　餐3　憾　　餐7　糟　瓢　　艶嬬　鱒　器　3⑪　3慧　34　舗　3欝

　　　　　　　　　　　　　年代（脇＊の

　　　　　　　　　　（各年度の「全国中学校に関する諸調査』を基に作成）

藍黒磯広島市内の中学校における高等学校・大学予科進単者数

囲県立広島　　　皿県立広島第二　團私立広陵

落?ｧ修道　　　□私立崇徳　　　□私立明道

　藍図噂は、広島県立第一中学校における卒業者の進路を年次別に示したグラフである。時代

によって差があるが、県立第一中学校を卒業した者のおよそ1割から3割が高等学校へ進学して

いたことが分かる。1925年に最も高く．32．、8％の者が高等学校・大学予科へ進学した。

團高等学校・大学予科　　□官公私立諸学校へ入学囮官吏・教員
團実業　　　　　　　　□死亡・その他

鱒o％

露⑪％

嚇む％

聰％

黛⑪％

　　　　　　　　　　“％
　　　　　　　　　　　栂⑪＄　　　07　　　鯛　　　　翻5　　　栂　　　　盤4　　　2麟　　　鍵　　　　3嚇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年代

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年度の『全国中学校に関する諸調査』より作成）

　　　　　　　　　　藪図7灘広島県立広島第一中学校における卒業後の進路

　次に、私立中学校のうち．志願者数の多かった修道中学校における、卒業者の動向を検討する。

藍図鍼は、同中学校卒業者の卒業後の進路をみたグラフである。わずかずつではあるが、1910

年代中頃から高等学校・大学予科への進学者の比率が上昇した。1930年代に入ると、高い年で3
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罰近くに達し、県立第一中学校の高等学校・大学予科進学者数をこえた年もあった。

　　園高等学校・大学予科
　　國実業
糧⑪％

□官公私立諸学校へ入学囮官吏・教員
□死亡・その他

魏。％

㊨o％

40％

2⑪％

　　　　　　　　　⑪％
　　　　　　　　　　　糧　　鴛　　鱗　　憾　　憾　　盤0　認　　茄　　黛7　盤騒　3麓　欝3　35　欝7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年代q継紛

　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年度の『全国中学校に関する諸調査』を基に作成）

　　　　　　　　　　　　　藍子樋修道中学校における卒業後の進路

　他の私立中学校と比較するといかがであろうか。

　次に、在学中の進路希望と、最終的な実際の進路との変化について検討する。

　昭和期に入り．第4学年と第5学年を対象に、進路希望調査の結果が記載されている。「広島

県学事年報』所収の、「中学校第四学年生徒ノ将来二於ケル希望ノ状況」、「中学校第五学年生徒

ノ将来二野ケル希望ノ状況」を分析する。「将来二丁ケル希望の状況」の項目は、以下の通りで

あった。

　　高等学校．大学予科、専門学校、実業専門学校（工業）、実業専門学校（農業）、実業専門学

　　校（商業）、実業専門学校（商船）、実業専門学校（水産）、高等師範学校、臨時教員養成所、

　　陸軍十官学校．海軍諸学校、その他の学校生徒、師範学校第二部、小学校教員．官公吏．実

　　業従事（工業）、実業従事（農業）、実業従事（商業）、実業従事（商船）、実業従事（水産）、

　　その他、未定

これを就職、高等学校・大学予科進学、専門学校・実業専門学校進学、その他の学校、未定、そ

の他の6つにまとめて、学校別の比率をみた。

　藍表2】は、1929年における4年生の進路希望、5年に進級したときの進路希望、卒業したと

き実際の進路を示したものである。　俵淵より．進路希望と実際の進路に違いがあるかを検討

する26。

　4学年時点で、修道．山陽、旭山、新庄では、高等学校・大学予科への進学を希望している者

の比率が20％を超えていることが分かる。県立第一中学校の23。2％と大きく違わない。ところ

が、旭山中学校では、5学年になると、高等学校・大学予科への進学希望者の比率が低くなる。

：最終学年になっても「未定」の者が約7％いる。：最終的に、修道中学校では卒業者の19％が高等

学校・大学予科への進学を果たした。旭山中学校では、4学年時点で27％の者が高等学校・大学
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予科への進学を希望していたが、約3％にまで低下した。

　　　瓢表2灘進路希望と実際の進路（働黛忘年・4学年→働30年・5学年→回訓年・卒業後）

設置者 学校名 高等学校 嚇 大学予科生徒 専門学校 ㊧ 実業専門学校生徒 その他の学校生徒

広島第一 23．2％ → 47．2％ → 33．2％ 0．0％ → 352％ → 347％ 0．0％ → 9．3％ →
2．6％

誠之館 11．9％ → 30．8％ → 11．8％ 0．0％ → 37．9％ → 2＆0％ 0．0％ → 10．4％ → 6．2％

三次 11．5％ → 15．2％ →
7．6％ 40．6％ → 39ユ％ → 2L7％ 31．3％ → 37．0％ → 3．3％

忠海 8．6％ → 14．8％ → 12．0％ 39．8％ → 273％ → 133％ 20．4％ → 17．0％ → 4．8％

県立 呉第一 32．8％ → 25．9％ → 18．3％ 33．6％ → 43ユ％ → 33．9％ 26．7％ → 23．3％ →
7．o％

広島第二 33．3％ → 24ユ％ → 15．2％ 45．0％ → 47．0％ → 17ユ％ 21．7％ → 11．4％ →
2．4％

府中 16．9％ → 22．4％ → 8．2％ 32．4％ → 23．9％ → 16．4％ 27．2％ → 20．9％ → 11．2％

世羅 8．5％ → 10．2％ → 5．2％ L7％ → 13．6％ → 103％ 1．7％
→ 59．3％ → 5．2％

呉第二 11．5％ → 22．6％ → 3．3％ 0．8％ → 492％ → 1＆0％ 3．8％ → 20．2％ →
2．5％

市立 尾道 18．8％ → 20．5％ →
7．o％ 33．8％ → 30ユ％ → 12．7％ 12．5％ → 6．8％ → 0．0％

組合立 格致 20．0％ → 25．0％ → 4．2％ 40％ → 12．5％ → 12．5％ 4．0％ → 33．3％ → o．o％

日中館 3ユ％ → 8．3％ → o．o％ L5％ → 16．7％ → 26．7％ 16．9％ → 33．3％ → o．o％

修道 2L5％ → 19．6％ → 19ユ％ 3L8％ → 49．7％ → 1＆5％ 22．0％ → 14．0％ → 0．6％

山陽 2L8％ → 24．4％ → 8．4％ 3＆6％ → 4L3％ → ＆4％ 22．3％ → lL4％ → 19．8％

崇徳 17．6％ → 14．3％ → 8．2％ 20．4％ → 26．5％ → 26．8％ 22．2％ → 2L4％ → o．o％

広陵 5．5％ →
7．2％

→ 6．9％ 5L5％ → 272％ → 247％ lLO％ → 20．0％ → o．o％

私立
旭山 26．9％ → 13．3％ → 3．3％ 23ユ％ → 50．0％ → 30．0％ 7．7％

→ 16．7％ → 3．3％

松本 12．5％ → 30．0％ → 33．3％ 0．0％ → 20．0％ → 333％ 12．5％ → 40．0％ → 0．0％

新庄 25．0％ → 23ユ％ → 8．3％ 16．7％ → 5a8％ → 83％ 50．0％ → 15．4％ → 0．0％

半文 3．6％ → 10．8％ → 11．8％ 0．0％ → 2L6％ → 15．7％ 8．4％ → 22．5％ → 0．0％

大正 6ユ％ → 13．6％ → 4．4％ 20．7％ → 40．9％ → 21ユ％ 14．6％ → 11．4％ → 0．0％

設置者 学校名 就職 その他 未定

広島第一 0．0％ → 6．7％ → 1＆2％ 0．0％ → 0．0％ → 16．3％ → L6％ → 42ユ％

誠之館 0．0％ → 1＆7％ → 16．9％ 0．0％ →
2．2％

→ 42．1％ → 0．0％ → 8＆8％

三次 63％ → 6．5％ → 283％ 0．0％ → 0．0％ → 39．1％ → 22％ → 10ユ％

忠海 25．8％ → 352％ → 50．6％ 5．4％ →
1．1％

→ 19．3％ → 45％ → 9．9％

県立 呉第一 0．0％ →
7．8％

→
7．8％ 0．0％ → 0．0％ → 33．0％ → 0．0％ → 0．0％

広島第二 0．0％ → 6．0％ → 5．5％ 0．0％ → 0．0％ → 59．8％ → 1L4％ → 0．0％

府中 140％ → 30．6％ → 35ユ％ 0．0％ → 0．0％ → 29．1％ → 22％ → 46％

世羅 0．0％ → 6．8％ → 5＆6％ 0．0％ → 0．0％ → 20．7％ → lo2％ → 87．0％

呉第二 0．0％ → 8ユ％ → 9．8％ 0．0％ → 0．0％ → 66．4％ → 0．0％ → 16．4％

市立 尾道 25．0％ → 42．5％ → 77．5％ 0．0％ → 0．0％ →
2．8％

→ 0．0％ → 23％

組合立 格致 40．0％ → 292％ → 333％ 0．0％ → 0．0％ → 50．0％ → 0．0％ → 2．0％

R中館 L5％ → 4L7％ → 60．0％ 0．0％ → 0．0％ → 13．3％ → 0．0％ → ＆3％

修道 12．6％ → 15．6％ → 25．8％ 0．0％ → 0．6％ → 36．0％ → 0．6％ → 0．5％

山陽 15．5％ → 20．4％ → 30．7％ o．9％ →
2．5％

→ 32．7％ → o．o％ →
2．4％

崇徳 1＆9％ → 19．4％ → 402％ 17．6％ → 17．3％ → 24．7％ → LO％ → 13．0％

広陵 240％ → 444％ → 47ユ％ 3．0％ → 1ユ％ → 21．3％ → o．o％ → 3．8％

私立
旭山 192％ → 10．0％ → 40．0％ o．o％ → 3．3％ → 23．3％ → 6．7％ → o．o％

松本 63％ → 10．0％ → 333％ o．o％ → o．o％ → o．o％ → o．o％ → o．o％

新庄 o．o％ →
7．7％

→ 333％ o．o％ → o．o％ → 50．0％ → o．o％ → 444％

興文 0．0％ → 45ユ％ → 5＆8％ 0．0％ → 0．0％ → 13．7％ → 0．0％ → 0．0％

大正 5L2％ → 26ユ％ → 62．2％ 0．0％ → 0．0％ → 12．2％ → 8．0％ → 3．4％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年度の『広島県学事年報』を基に作成）

以上から分かるとおり、生徒の進路希望や実際の進路には学校間で大きな違いがあった。高等
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学校入学を目的とする者が多い私立学校もあれば、就：職を希望する者が多い私立学校もあり．進

学目的・在学目的に違いがあったと考えることができる27。

　では、先ほどあげた明道中学校における卒業後の進路はどのように変化したのであろうか。明

道中学校は、1892年3月、広島市田中町に設立された。設立当初は校長嶋末宰二郎と教員4人、

生徒60人であった。1896年に中学校令にもとつく修業年限5年の尋常中学校となった。

　姻9】は、明道中学校卒業者名簿の「族籍」欄に記載されている道府県名の推移を示したグ

ラフである。明道中学校「卒業生名簿」により、1898年から1923年の25年間、1419人を対象

とした。県外が多く、3割から、多いときで6割を占めていたことが分かる。注目したいのは、

全国各道府県から明道中学校に入学してきたという点である。北は北海道．南は鹿児島県と記さ

れており、入学者の出身地が広範にわたっていたと考えられる。

　卒業後の進路をみると、1906（明治39）年では卒業者の約3罰の生徒が官公立学校へ進学し

ていたようである28。明道中学校は、進学準備教育機関として生徒から期待されていた。それゆ

え、全国各地から入学生を集めることができた29。

　　　　　　　　　120

　　　　　　　　　100

　　　　　　　　卒80
　　　　　　　　業
　　　　　　　　者
　　　　　　　　数60
　　　　　　　　父

　　　　　　　　）　40

　　　　　　　　　20

　　　　　　　　　0
　　　　　　　　　　00　0　　0　　▼一　CN　Oつ　寸　　」Ω　　qp　卜　　oo　o　　o　　▼一　c刈　oつ　寸　　LΩ　　o　　「㍉　　oo　o　　o　　▼一　N　　co
　　　　　　　　　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　▼一　▼一　▼一　1一一　▼一　▼一　▼一　▼一　▼一　▼一　N　　N　　N　　N
　　　　　　　　　　oo　oo　o　　o　　o　　o　　◎）　o　　o　　◎）　◎）　o　　o　　①　　◎）　o　　o　　①　　o　　o　　σ）　o　　o　　◎）　◎）　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明道中学校「卒業者名簿」より作成）

　　　　　　　　　　　藪図樋府県別にみた明道中学校卒業者数の推移

　しかし、中学校教育への需要が高まる1920年代において、明道中学校だけは生徒数が減少し

ていった。「広島市学校教育史』によると、大正期において中学校への進学熱の高まりにともな

い、入学難と過度の受験競争が生じたと指摘されている30。1921（大正10）年9月、県立第二

中学校が認可され、開校した。また、上述の通り、市内には1905年設立の修道中学校や、翌年

設立された広陵中学校などの私立中学校も存在し、高まる教育需要に応じた。一方．明道中学校

では減少傾：向をたどった。これについて前掲書では、経＝営上の問題や学校騒擾の可能性、他県に

おける中学校の増加などを指摘している3i。

　藍図10】より、明道中学校における卒業後の進路を検討すると、以下の点を指摘できる。実

業従事者や官吏・教員など．就職した者の比率が増加傾向にあった一方で．進学者数の比率は低

團県内　　　　　　　　國中国（広島県以外）　　□九州
?l国　　　　　　　　圃近畿　　　　　　　　皿中部
?ﾖ東　　　　　　　　國東北　　　　　　　　■北海道
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下していった。官公私立学校への進学者は．1900年代はじめには多数を占めていたもののその

後は減少していった。高等学校・大学予科進学者にいたってはごくわずかであった。上級学校へ

の進学準備機関としての明道中学校の機能は次第に低下していったと言えよう。

　　　　　　　　　　　　國高等学校・大学予科□官公私立諸学校へ入学囮官吏・教員國実業□死亡・その他

　　　　　　　　　鱒⑪％

　　　　　　　　　　麟⑪％

　　　　　　　　　　㊧⑪％

　　　　　　　　　　40％

　　　　　　　　　　黛む％

　　　　　　　　　　ゆ％
　　　　　　　　　　　　⑪3　　⑪藝　　07　　0轡　　　謂咽　　欝　　　咽5　　　劉7　　搬　　　伽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年代（惚＊＊）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年度の『全国公私立中学校二関スル諸調査』より作成）

　　　　　　　　　　　　　　　　　四十鱒】明道中学校卒業生の進路

　次に．退学者に注目する。　藍表樋は広島県内の中学校における、全生徒に占める退学者比率

の推移である。概して言えば、県立中学校に比べ私立中学校で半途退学者の比率が高かった。

　　　　　　　　　　　　俵纏広島渠内の中学校における退学者の推移

県　立 私　立
年代

広島 三次 忠海 呉 福山 広陵 修道 崇徳 日彰館 明道

1903 147％ 12．6％ 2L9％ 13．6％ 16．0％ 52．4％

1904 133％ 19．4％ 22．2％ 16．7％ 27．6％ 348％

1905 13．8％ 17．2％ 16ユ％ 13ユ％ α0％ 1＆6％ 27．6％

1906 9．7％ 14．9％ 15．5％ 12．4％ 9．8％ 1＆0％ 36．3％

1907 14．2％ 18．7％ 16．4％ 0．0％ 163％ α0％ 16ユ％ 2L4％ 32．4％

1908 9．5％ 11．5％ 13．9％ 7．6％ 53％ 273％ 2LO％ 2L3％ 23．0％

1909 9．6％ 12．6％ 14ユ％ 8．6％ 99％ 39ユ％ 240％ 20．0％ 23．0％

1910 10．8％ 15．2％ 11．4％ 12ユ％ 96％ 192％ 2α2％ 25．9％ 24．3％

1911 9．9％ 16．9％ 8．5％ 13．6％ ＆9％ 14．5％ 17．0％ 19．8％ 27．0％

1912 7．9％ 13．9％ 8．6％ 16．3％ 62％ 24．0％ 16ユ％ 19．8％ 24．8％

1913 8．1％ 13．0％ 8．5％ 17．4％ lL1％ 14．9％ 149％ o．o％ 20．8％ 31．8％

1914 8．6％ 11．4％ 9．o％ 16．8％ 72％ 17．9％ 9．7％ 9．5％ 17．6％ 51．1％

1915 8．0％ 9．7％ 8．7％ 13．7％ 92％ 1＆3％ 8ユ％ 7．5％ 17．0％ 45．9％

1916 6．1％ 11．3％ 8．4％ 15．3％ 6．9％ 2L9％ 7ユ％ ＆6％ 16．6％ 31．7％

1917 8．2％ 5．9％ 12．5％ 11．5％ 7．8％ 13ユ％ ＆6％ 10ユ％ 14．9％ 27．8％

1918 8．6％ 6．2％ 14．3％ 15．6％ 6．8％ 12．6％ 12．0％ 10．4％ 16．7％ 42．5％

1919 7．4％ 9．6％ 14．6％ 11．8％ 46％ 17．6％ 153％ 9．4％ 13．7％ 27．3％

1920 6．6％ 8．0％ 15ユ％ 17．5％ 6．9％ 153％ 7ユ％ 6．7％ 16ユ％ 37．9％

1921 8．0％ 10．8％ 12．2％ 9．0％ 92％ 443％ 7．6％ 0．0％ 15．7％ 26．6％

（各年度の「全国公私立中学校二関スル諸調査』を基に作成。）

　　　　　　　　　※退学者数÷（現有生徒数＋退学者数）
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明道中学校の退学者比率は．1910年を除いて県内中学校のうちでも最も高かった。退学理由を

みると、「無断欠席・授業料不納」や「家事の都合」の者の比率が最高であり、それぞれ2～3割

を占めていた（藍表4灘参照）。注目したいのは、修学上の都合により転学した者の比率である。

1910年代に入り急増し、明道中学校の衰退が目に見え始めた1917年には約33％に達した。1全国

的にみると、退学者に占める転学者の比率は、1901年から1911年の間．2罰弱は存在しており32．

同時期の明道中学校をこれと比較すると低い比率であった。

瓢表4】明道中学校における退学理由の推移

年代 不都合の
s　　為

家事上の
s合によ
闢]学

修学上の
s合によ
闢]学

家事の都
№ﾉより
ﾞ　　学

学資欠乏・

a気・死
Sな　ど

実業学校へ

]学、上級
w校へ進学

渡米　・

竢K科
C　　∫

無断欠席・

�ﾆ料
s　　納

1907 39．9％ 0．0％ L7％ 42ユ％ 10ユ％ 22％ L7％ 0．6％

1908 30．8％ 0．0％ 0．0％ 30．8％ 133％ 0．7％ 0．7％ 23．8％

1909 12．4％ 0．6％ 0．6％ 27．1％ 12．4％ 12％ 37．1％ 82％

1910 10．5％ 6．6％ 0．0％ 25．4％ 5．o％ α6％ 19．9％ 32．0％

1911 9ユ％ L6％ 1ユ％ 283％ 6．4％ o．o％ 203％ 33．2％

1912 12．6％ o．9％ 22％ 25．5％ 6．1％ 0．4％ 23．4％ 29．0％

1913 12．5％ L3％ 14．6％ 17ユ％ 2．5％ 0．0％ 233％ 27．5％

1914 5．0％ 7．9％ 15ユ％ 27．3％ 3．6％ 0．0％ 1．4％ 39．6％

1916 20．0％ 140％ 0．0％ 1＆0％ 140％ 0．0％ 40％ 30．0％

1917 0．0％ 333％ 0．0％ 2＆6％ α0％ 0．0％ α0％ 38ユ％

（明道中学校「入退学回議簿」を基に作成）

おわりに

　広島県において県立中学校の増加は私立中学校に比べ緩慢であった。潮木の言葉を借りれば、

府県立中学校は、所得や教育需要の高さに対して「硬直性」をもっていたと言えよう。一一方、私

立中学校は所得や教育需要の高さに対して敏感に反応し、普及を進めた。いわば「柔軟性」を有

していたと言えよう33。私学セクターは、Jamesの指摘するように、国によって、設置が全く

ない場合と非常によく発達する場合とがある。近代日本の私立中学校をみても、設置の有無に府

県間で大きな差異が存在した。本稿では、私学の発達がみられた広島県をその一事例として取り

上げた。

　東京府では1890年から1900年にかけて私立中学校が盛んに設置され、この間の中学校授業料

は府立よりも私立の方が低額であった。東京府においては府立中学校生徒数よりも私立中学校生

徒数の伸びが急激であった。本稿で分析した広島県においては1900年から1920年の間で私立学

校数が大きく伸びた。広島県においても．「中学校令」にもとつく修業年限5年の尋常中学校で

はないが、授業料の低額な修道中学や第四仏教中学などがあった。これらの私立学校では県立中

学校に比べ安価な授業料を徴収していた。その後、私立中学校授業料は府立学校授業料を上回る
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勢いで増額した。

　卒業後の進路については、広島県立中学校の場合、高等学校・大学予科へ進学する者の比率が

高かった。私立中学校のうち、高等学校・大学予科への進学者比率が高かったのは修道中学校で

あった。逆に日彰館中学校などでは進学者比率が低かった。

　私立中学校の授業訴額や卒業後の進路、あるいは独自の教育理念は当然．学校間で異なってい

た。授業料額や卒業後の進路は、入学者にとって学校選択の際の一つの基準となり得る。明治前

半期には、「中学校令」の基準を満たした県立中学校に入学できなければ、授業料が低額である

諸学校へ入学することができた。授業料が高く、入学も困難である県立に、敢えて入学する必要

のない人々は市内の私立学校へ入学した。時代とともに、「中学校令」に基づく正規の私立中学

校が設置され、授業料額は上昇した。修道中学校の例にもみられるように、入学志願者の多くが、

高額な授業料を支払ってでも入学に値するという価値を私立学校に見いだすようになったとみる

ことができる。卒業後の進路や独自の教育理念が学校選択の際の基準として大きな比重を占める

という傾向に変わっていったと考えられる。

　私立中学校が社会的に認知されるためには様々な諸条件が必要であると考えられるが、本稿で

は授業料や在校生の回顧、卒業後の進路．競争率から考察した。公立学校の場合、府県税支出の

増額、学校の新設などにより、これらの要素を操作することがある程度可能であった。しかし、

私学セクターの場合、需要が超過する、あるいは人々が多様な価値観・嗜好をもたなければ生じ

得ない。広島県の私立中学校を検討した結果、その性質が、超過需要反応型から、次第に差異需

要反応型へとシフトしつつあったことを看取できよう。
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　れる。また、1929（昭和4）年のことであるが、修道中学校の校旗が制定された。赤字に金で校章が織ら

　れているものである。〔『修道学園史』（昭和53年）、183頁、参照〕。広島県立第一中学校の応援歌「紫の

　旗」は以下の通りである。

　　一、紫の旗往くところ　月の夜の桂を折らん　何事ぞ身の程知らで　とつ我に射向う彼等

　　二、打てば勝つ鯉城の歴史　昇る日の光りにみつる　そそり立つ小富士ヶ峰に　雄々し立つ野辺のすめ

　　　らぎ（広島県立広島国泰寺高等学校百年史編集委員会編「広島一中国泰寺高百年史』、母校創立百周

　　　年記念事業会、昭和52年、207頁）。

16）『修道学園史』（昭和53年）、161頁。

17）「努力より叩き．しげた此の躰」（広島修道中学校内琢章会雑誌部編「修道』第24号、財団法人広島〈修

　道中学校　修道学校〉琢章会、昭和4年、6－8頁）。　〈　〉は割註。

18）「入学式当日の感想」（『修道』第24号、50－51頁）。

19）「今年こそは」（「修道』第24号、106頁）。

20）広島県知事官房編『広島県報』、明治35年。

21）井Li鉄雄『修道学園史』、学校法人修道学園、昭和32年。

22）「消費者物価指数」（大川一司ほか編「長期経済統計8　物価』、東洋経済新報社、昭和42年、135－136頁）

　参照。

23）崇徳学園百二十年史編纂委員会編『崇徳学園百二十年史』、崇徳学園、昭和30年、143頁参照。

24）私立中学校の校名変更については、神辺靖光・米田俊彦編「大正・昭和初期　道府県別中学校一覧」

　（日本私学教育研究所編『調査資料』第154号、平成2年）を参照した。

25）『修道学園史』記載の進路状況と異なるが、原因は不明である。

26）仲新監修「学校の歴史　第三巻　中学校・高等女学校の歴史』、第一法規、昭和54年、67頁の「表27」

　を参考に分析を試みた。

27）斉藤利彦「明治後期における中学校卒業生の進路　　「学廉主義」の隆路　」（学習院大学編『文学部研

　究年報』36、平成元年）参照。

28）広島市教育センター編『広島市学校教育史』、広島市教育センター、平成2年、306頁、参照。

29）『広島市学校教育史』、305頁、参照。
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30）『広島市学校教育史』、435頁、参照。

31）「広島市学校教育史』、440頁、参照。

32）斉藤利彦「中学校「半途退学者』とその行方　　明治後期中学校史研究

　教育史研究』第8号、日本教育史研究会、平成元年、1－38頁）参照。

33）潮木守一『近代大学の形成と変容：　十九世紀ドイツ大学の社会的構造

　176頁参照。

」（日本教育史研究会編「日本

』東京大学出版会、昭和48年、


